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今年度は全事研福岡大会への参加を考慮し6月 に 1日 の日程で大会が行われました。例年より縮小

した形ではありましたが、静岡大学大学院教育学研究科准教授 藤原文雄 先生の講演を聴くことが
でき、共同実施のシンポジウムと併せて、大変有意義な研修機会になったのではないでしょうか。

藤原先生の講演要旨を記載し大会報告をいたします。

第 35回熊本県学校事務研究大会全体研究会講演要旨
「共同実施について」 静岡大学大学院教育学研究科准教授 藤原文雄 氏

今回の講演では、大きく3つの話をされ、後半は質疑応答という形で会場の意見を取り入れていき
ました。講演の全文については9月 に発行され、大会参加者に配布された 「大会記録Jに掲載してお
りますので、ご覧下さい。

○「共同実施」とい うものをどう意味づけるのか

政策的に「共同実施」が初めて登場して 10年経過しているが、多くの所で試行錯誤している実態
があるのは、共同実施の意味づけが錯綜していることが根底にある。 98年の答申には、学校事務を
効率的に執行して欲 しいというメッセージが出ている。効率化には次の 3点の内容がある。①一人の
事務職員がやるのではなく分担すること。②事務を集中・共同処理 。分担制などにより、教育委員会
と共同実施組織間での組織構造再編。③ ITを活用した情報共有システムや事務の簡略化といつた I
T化戦略。これをどう受け止めるかは一人一人違 うが、共同実施という名前の制度が入ることにより
こういうことが 「できるようになった」というメリットを考えて効率化できる所は効率化していくこ

とが必要である。

公立学校の事務職員は主体性の発揮できる職なので、これまでのように自分の味を出すことも大事

だが、今後の世代交代、異動等を含め、全体的に見て合理的かどうかという視点を入れてみることは

必要となる。効率化型の共同実施はやらされた感だけではなく、自分たちが学校にいる意味を高める

共同実施へと向かつていけると意味づけてみてはどうか。

共同実施を進めるために必要な条件の調査を取つてみると、 1つ 目は事務職員の意識という壁、ハ
ー ドル、 2つ 目は校長先生の理解、 3つ 目は市町村教育委員会の理解となっている.市町村教育委員
会の理解を得るのが難 しいと言 うが、逆に教育委員会のことを理解しているだろうか。交渉基盤の強

化 (接触頻度を高める。信頼獲得をする。)、 伝える内容の充実 (資料、写真の添付等 )、 交渉方法の
工夫 (校長会、PTAと 同盟を組む戦略方法)な ど、理解を得るための手だてはあることを頭に置い
ておく。

学校運営参画型の学校事務の共同実施とはどういうものかというと、中教審答申は、学校事務職員
に、その専門性を発揮して一致協力して学校運営に参画して欲しいというメッセージを送つている。
文部科学省が言つている学校運営とはとても広いので、学校運営の参画というときには教育課程への

参画と考えた方がよい。つまり事務職員に教育課程に参加して欲しいというメッセージだ。教員とは

違 う知識や情報ネットワークを持っているので、コーディネー ト機能の一部を担 うことが出来るし、

中

1¨



教材整備や人の手配、予算面の トータルア ドバイス、危機管理のア ドバイスもできる。このように教

育課程の経営にも事務職員は参画できる。

採用されてすぐは、学校経営への参画よりも、今を乗 り切る実務の話を聞きたい時期で、辞めたい

と思う率が高い。 2、 3年で居場所探しが出来て大体実務が分かるようになってくる。最初の 10年
で実務がどう学校全体につながっているのかの意味を発見できる。 40歳 (ベテラン)になると学校
全体の動きを見ることができ校長先生の重点化に対しア ドバイスをするなど、事務職員の完成体と見
なすべきだろう。更に事務主幹は、自分の学校だけでなく中学校区全体を見て、 うまく参画している
かどうかを実際にア ドバイスすることが必要である。
まずは、校長先生や教職員と自分の学校の教育について語ることを一人一人の事務職員がしっかり
やること。そして、それぞれのキャリアに応 じて出来ることをしっかりや り、出来ている事務職員が

助けに行こうではないか、という発想である。

○共同実施を考える際に事務職員のキャリア形成 とい う観′点をどう考えるのか
キャリア形成を簡単に言 うと、どんな職業でもいつたん就職してからずっと同じような考え方で仕
事をするわけではなく、いろいろな経験を通して 「非常に大きくなったな」「自分が変わったな」と
いう経験をしながら飛躍していくこと。そういう一皮むけた経験と言われていることが、非常に注目

されている。自分がこういう経験をして変わったと思う経験が多いほど、それだけ成長できるという
こと。そういう経験が多い業界、多い会社ほどそこで働く人たちのモチベーションも力量もアップし

ていくという考え方である。そこで事務職員の一皮むける経験とはどういうことなのか、それと共同

実施はどう関係があるのか。今までは、事務職員の場合、職名が変わっても仕事は変わらなかったの

ではないか。それは不幸なことである。教員は様々な経験を味合わせて飛躍させることをする。一般
の会社では大きな一皮むける経験、大きな転機になるはずの職名変更が、事務職員の場合一皮むける

経験になつていない。事務職員の場合 「人との出会い」によって一皮むける経験をする。定型事務か

ら始まリミドルリーダー (30代)へ、教育課程全体に関わる職 (40代 )と して、更には中学校区
全体を見ながら学校経営をやつていくスーパー事務職員 (50代)と なっていくような、キャリア形
成があった方が目指す目標があるので、若い人にとっては伸びやすいし、そう見られるようになろう。
そこで、モチベーションを高めるのは、よほど個人で出会いを求めていかない限り転機を迎えづらい

職業なので、キャリアを作っていくことは事務職員にとつて大事である。
また、事務職員だけが共同実施をやるのではなく、教務主任も校長も共同実施をやつていく。その

中で事務職員は地域学校間の教育連携の事務局的な機能を果たしていくことになる。教育委員会がや
る気になるかというのも大きく、それぞれの市町村でどういう共同実施がや りたいかを、事務職員の

キャリアの違いを頭に置いて、もう一度考えて欲しい。それぞれの役割を明確にしていく上では、職
名に応じた役割を県教委が任命権者の責任として考えていく必要がある。

○共同実施のリーダーの皆さんのあるべき姿
共同実施のリーダーは、多く4つの顔を持っている。
1つ 目は教育委員会のスタッフ的な役割。 2つ 目は学
校間教育連携をするならば、責任者である校長先生の
スタッフ的役割。 3つ 目は自分の組織を運営するリー
ダーとしての顔。 4つ 目は横の同じリーダー同士の顔。
リーダーが見渡せる範囲は数校だと思 うので、中学

校区程度が適当だと思 う。熊本はこの範囲なのでこれ

からの展開の可能性が高いと言える。そこでリーダー

同士の連携をしなければならないので、リーダー会を

作る。共同実施を束ね、教育委員会の交渉窓日の トッ
プに立つとい うリーダー会の会長を設置していく事に

なる。熊本市のように大きい市が同じようにしても 30

ぐらいの動きがまちまちになる危険性がある。そのた
めに全体の動きや素敵な取組を集約する仕組みを作る必要があるが、教育委員会の職員には難しいと
思う。従つて、事務職員の中で取りまとめる人を考えていくべきではないか。
リーダーに求められるもの (人間性、誠実さや明るさ等)と 、リーダー自身が必要だと思つている
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もの (ビ ジョン形成能力、職員をどうまとめるか等 )
は食い違っている。この場合のリーダーは、上司を持
つリーダーであるので、前述 したように教育委員会の
動かし方、校長先生の理解、交渉力を身に付け素敵な
出会いを (チャンス)を待つのも手だてである。

長時間の講演を端折ってまとめています。
是非お近くに大会参加者がいらっしゃいましたら、
当日の 「大会資料J及び後 日発行の 「大会記録Jを ご
一読されることをおすすめします。

(研究部編集 )

平成 21年 9月 9日 (水 )
於 :水前寺共済会館

第 2回理事会を開催しました。第 35回大会の総括や反省、当面する課題についてなど、活発な論
議が行われました。

1 今年度 (第 35回 )大会の反省 と総括
今年度は、例年の大会と異なり、 1日 で大会・総会行事、全体研究会と凝縮された大会となり
ました。
初めての会場ということで、運営面でも心配がありましたが、それぞれの担当で臨機応変に対
応していただき、概ねスムーズに運営ができました。
参加者は、資料のみ購入者も含め全体で491名 、当日の参加者も385名 と当初予算立てし
た400名 を上回りました。
全体研究会は、アンケー トでも80%以上の方に「ニーズに合うJと いう回答をもらうことが
できました。
シンポジウムにおいては、ステージにモニターが無かったため、マイクを通した音がステージ
では聞き取れず、進行が上手くいかず残念でした。初めての会場を使用する際は、簡単なリハー
サルが必要だと確認しました。

2 次年度 (第 36回 )大会について
平成 22年度の大会は、例年通り秋に2日 間の日程で行うことを確認しました。
1日 目に開会 。大会行事、総会、全体研究会。 2日 目に分科会を行います。

3 第 37回 大会以降について
近年の市町村合併や学校統廃合などにより、各地区研のあり方も変わってきています。そのよ
うなことを踏まえながら、平成 23年度 (第 37回 )以降の大会のあり方について、論議をしま
した。今後の理事会でも引き続き論議をし、よりよい大会のあり方について探っていきます。



事務局員選出方法について
こちらも、市町村合併や学校統廃合などにより、各地区の会員数に偏りが見られるようになり
ました。会員数が少ない地区では、今後 2名 の事務局員を選出するのは難しくなるという話があ
り、事務局員選出方法についても、今後の理事会で論議をしていくことになりました。

共同実施アンケー ト結果について

昨年 12月 にご協力いただいた共同実施についてのアンケー ト結果については、今後考察を行
い、HPに掲載するということを確認しました。

その他の協議事項
・HPに これまでの研究大会のレポー トなどの研究成果を載せることになりました。分科会レポ
ー トなど資料をお持ちの方はぜひ、提供ください。
・学校財務ウィーク (11月 2日 ～6日 )への取組について確認しました。

詳しい議事録は、熊事研 HPに掲載されます。

全国公立小中学校事務研究大会復講

初めて全事研大会に参力目させていただきました。参加者みなさんの意識が高く、とても刺激を受けて帰って

きました。研修内容が盛りだくさんなのと、まとめるのが大変苦手ですので簡単にご報告させていただきます。
人代市立鏡小学校 垣内愛和

学校財務セミナー 「学校経営ビジョンの実現に向けて」
一学校財務の統括者として一  全事研本部

第 1部  「学校財務運営の取組についての実践報告」

報告 1 「学校財務マネジメントの取組 J
報告者 新潟県新潟市立新津第一中学校 吉川美恵子 氏

3つの実践について報告がありました。
①学校財務マネジメントを普及するために、市教委主催研修や地区研等多くの研修会で講師をされ
ています。

②校内では、職員に学校の トータルコス トをグラフ等を活用しながら提示したり、財務に関する基

礎知識をワークシー トを使つて演習するなど、職員にとって学校財務が重要であるとともに身近だ

と実感 してもらうことを校内研修で取り組まれていました。

③校内で組織している財務委員会主導で 「集金額減額大作戦」とし、各教科、領域で教材選定する

際には財務委員会が審査やヒアリングで関わる、全ての集金に関して財務委員会が関わつていき、

結果として前年度より集金額減になったそうです。

最後に、財務委員会という組織で学校全体という組織を動かす、事務職員は 1人でないということ、
また、財務マネジメントは難しいことではなく今やつていることに+α したり、見直すことでマネ
ジメントになると話されました。

報告 2 「学校徴収金システム改革の実践」
報告者 福岡県筑紫野市原田小学校 神代孝一 氏

福岡県教委の学校徴収金等取扱マニュアルをもとに実践された「学校徴収金システム」についての

報告でした。

学校徴収金システムを、①文書主義、②説明責任と情報公開、③保護者負担軽減の 3つの柱で実践
されていました。その中で①未納問題の壁、②意識の壁、③仕事量の増カロの壁という3つの壁があり、
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それぞれの問題点解消に取り組まれているいうことでした。
学校徴収金システムの実際の運用には事務室の仕事量が増加しますが、中心的に担 うことで学校全
体のお金の流れが把握でき、学校全体の財務事務の効率化と適正化、また学校の教育活動を把握し財
政的な裏付けができることにより学校の企画・運営に参画し貢献していけるのではないか、そうする
ことで学校事務職員の職の確立にもつながつていくのではないかと話されました。
最後に、いくつかの項目について受益者負担 (学校徴収金)か、保護者負担軽減 (公費)かを会場
全体に聞かれました。挙手で答えましたが、学校の規模、事務職員の考え方、市町村の財政状況等で
で意見が分かれる項目もあり興味深かつたです。

報告 3 「教育課程を支える事務職員」
報告者 大阪府大阪市立柏里小学校 藤原義朗 氏

3つの取組について報告されました
①教育課程編成委員会のメンバーとして年間を通して教育課程に関わり、時数と予算を絡めて考え
ることでよりわかりやすく、予算も通しやすくなるということでした。
②予算委員会の取組として、「事業別 学校運営経費予算要求書」を年度ごとに作成されていまし
た。初めて作成するときは大変だったが、一度作成すると学年や担当が変わったときに昨年までの流
れがわかり、購入漏れや無駄がなくなったそうでづ。

③校務分掌では、事務部だけでなく教務部 (教科書)も担当され、多くのことに関わつていらっし
ゃいました。

最後に、「事務職員の役割はいかに学校づくりに活かしていくか、その認識が極めて重要である。
それは、地域性、学校の条件により様々にありうるが、学校づくりにいかに貢献できるか常に意識 し
て、責任を果たしていくことが必要である。果たすべき役割を果たすためには、事務職員のいっそう
の事務能力の向上が求められるとともに、調整力、企画力、経営力、そして教育に関する専門的知識
を身につけることが必要と考える。Jと まとめられました。

第 2部  「学校財務マネジメント研修」

〔講義〕学校財務マネジメント研修―財務統括者としての事務職員を目指して一

講師 静岡県袋井市立袋井中学校 横山泉 氏
学校財務マネジメント 【研修テキス ト】の理論編をもとに、 3つの研修のねらい①学校財務マネジ
メントの意義と特徴を把握する、②ケース・スタディを通して課題解決の手法を獲得する、③学校職
員の資質向上のため、各学校や地域で学校財務マネジメント研修を実施する能力を獲得する につい
て話を進められました。
このテキス トの発行者は全事研で、日次は 「理論編」、「基礎知識編」、「実践編」、「事例編」、「参
考資料編Jと なっています。是非テキス トを活用いただき学校財務マネジメントについて研修してほ
しいということでした。テキス トは全事研のホームページに掲載される予定だそうです。熊本県から
も数名参加されていますので参カロ者におたずねいただいてもいいかと思います
最後に演習に向けて研修テキス トの構成と使い方について話されました。

〔演習〕 1個人演習 制度と諸規定について 自校をふりかえってみよう
。物品購入の流れについて
。事務職員 (担当者)の専決権について
2班別研修 校内組織の確立に向けて責任の権限の分配について考える



第 41回全国公立小中学校事務研究大会福岡大会において、「SGSFチ ームくまも
熊本県代表として分科会を担当され、大成功のうちに発表を終えられました。
さて、熊本初の発表という大舞台に立たれた「SGSFチ ームくまもと」の皆様のお話は会員にと
つて大変興味深いのではないかと思います。そこで今回インタビューをさせていただきました。
学校事務についてのそれぞれの"熱い"思いが、会員の皆様に広がっていったら幸いです。

ずばり、発表を終えての手応えはどうでしたか。
(平木先生 以下敬称略)研究発表は、発表、討議、助言すべて大成功だったと思つています。研究
責任者として、当日の研究発表そのものより、それまでのスタッフのがんばりに感謝すると共に、発
表に至るプロセスの中でスタッフ全員が得たものの方が大きかったと感じています。
(藤本先生 以下敬称略)無事に終わり、ほっとしています。 レポー トの作成、発表を通してたくさ
んのことを学ぶことができました。
(神保先生 以下敬称略)予想以上に会場からの反応が多く、今後の学校の在 り方や財務について真
剣に考えている人が多いと感 じた。
(阿部先生 以下敬称略)社 交辞令を差し引いても、いい反応だったかなと思います。
(永野先生 以下敬称略)(感想になりますが)分科会では、県外の沢山の方からの発言をいただき、
本当に有 り難かったです。しかも、大変和やかな、いい雰囲気で、助言者のお二人のミニ講演も素晴
らしく、いい分科会だったなあと思いました。すべて終わったあと、ほっとしてウルッと (涙が)出
そうになりましたが、なぜか私は、 (内容が良かっただけに)「 これで終わってはいけない。これか
らが、始まりなんだ。」という気がして感慨にひたる気持ちにはなりませんでした
(藤井先生 以下敬称略)レポー ト発表後、一番最初に出された感想が 「普通に平均点で仕事をこな
せていければいいんじゃないか」という消極的なものだったので「えっ !?」 という感じでしたが、
県内外の多くの参加者から、たくさんの実践を出していただき、手応えはあったと感じています。全
事研大会へはここ5年ほど参加しているのですが、その時に参加 した分科会よりも、今回のレポー ト
はすごくメッセージ性が強かったように思います。
(堀内先生 以下敬称略)分科会が無事に終了してホッとしてます。
たくさんの方に分科会に参加 していただいて、いろいろご意見をいただいて私自身とても勉強になり
ました。

レポート作成の苦労話などありましたらお願いします。
(平木)チームでレポー トを作成するのは初めてだったので、最初は戸惑いましたが、若いスタッフ
の皆さんの意見を聞くことで、自分自身のこれまでの実践や理論の再点検ができました。退職までも
うひと頑張りしなくてはという気持ちになりました。
(藤本)当初、熊本の実践を全国の皆様に紹介しようと、発表の 1年半前から実践事例の収集・整理を
すすめていました。しかし、魅力的な分科会にするためには、もう一工夫必要なのではないかという
ことで、発表の 10ヶ 月前にメンバーを増やし、SGSFの チームを編成しました。 SGSFチ ーム
は、アンケー トの実施及び考察をおこないましたが、動き始めるのが遅かったので、時間がもつとあ
れば良かったと感じました。
(神保)レポー トや研究が一人でできるものと思っている人がいるけれど,それは個人研究でない限
り間違いです (個人研究は苦手です )。 今回の研究は個人研究であってはいけなかったと思います。
もつとじつくり研究する時間がほしかった。
(阿部)こ のレポー ト (プ レゼン)作成のために PCを買いました。 (持っていた PCが購入後 5年経
つて、起動・作業が非常に遅くなってしまったのもありますが…。妻に感謝 )
(永野)準備期間が大変短かったために、助言者の日渡円五ヶ瀬町教育長にも何度も会議に来て頂き、
指導・助言をしていただきました。会議の会場は、ウイングまつばせで開催されることが多く、阿蘇
の勤務地から車で高速道路を使って行くのは、最初は遠くてつらく感 じていましたが、毎回日渡教育
長から、大変参考になる助言をいただけるので、途中からまるで大学で日渡ゼミを受講するかのよう
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な気分で、楽しく参加 していました。発表が終わって、その夜の打ち上げで、もうこのメンバーで集
まる機会はないのかと思うと寂しくなりましたが、今回研究チームに参加できて本当に良かったなと
思います。

(藤井)昨年 10月 の初顔合わせから今年の 3月 までの半年弱の期間で、レポー ト作成 。提出と非常
にタイ トなスケジュールでした。なかなか集まる時間も取れないので、メールでのやり取りが中心だ
つたのですが、レポー ト提出締め切 りが近づくにつれてメールの 「嵐」となり、ついていくのが大変
でしたc
地区研の役 (厄 ?)員や熊事研研究部員など、いろいろと経験させていただいてぃるにも関わらず、
まだまだ勉強不足だなぁと感 じることが多くありました。レポー トで私が書いた部分はほんのわずか
でしたが、日渡教育長から会議のたびに宿題が出されたときは、正直しんどかったです。
(堀内)各 自で分担してレポー トとPP(パ ヮーポイント)を作成したので、それぞれ個性があって、
最初は担当部分で雰囲気が違いました。私が作成した部分は、藤井さんのものを参考にちょっと柔ら
かい感じにしたほうがいいかなと作り変えました。後で聞くと、阿部さんもイラス トなど普通は入れ
ないけど、今回は入れてみたと言われていました。

発表の裏話などありましたらお願いします。
(平木)レポー トが完成 した時点で、自分の役割は終わったという気分になってしまい、前 日の祝賀
会、 2次会で飲み過ぎ、発表当日は、スタッフの皆さんに「酒臭い」と怒られました。
(藤本)ア ンケー トの部分は、助言者の日渡さん、曽我さんに、たくさんご指導いただきました。取
りまとめ役をされた神保さんのきりもりが非常に厳しい中、皆よく頑張ったと思います。
(神保)レポー ト執筆時の裏話です。第 1回 目の原稿持ち寄りの時、チームのメンバーの書いた文章
がどれも力強く訴えかけるもので、自信に満ちていた。原稿の トーンを揃えるために原稿を読み合わ
せたが、文言を揃える程度でよかったことに驚いた。
(阿部)① レポー トの作成会議中、日渡教育長は藤井さんがいつも持ってくるお土産のまんじゅうを
楽しみにしていたこと。②発表当日午前中に出た質問の回答を昼食時間と午後一番の助言者ミニ講演
の間に作成し、どうにか間に合ったこと。
(永野 )日 渡教育長は、見た日もスマー トでダンディな雰囲気の方だと思いますが、無類の甘味好き
で、チームメンバーである藤井さんが毎回差し入れてくれたお団子やおまんじゅうを喜んで食べてお
られました。もちろん、私も楽しみにしていました。
また、アンケー トの部分はパワーポイントを使って発表しましたが、これは発表当日の早朝からギ
リギリの時間を使って修正を重ねながら行いました。今回初めてパワーポイントを使 うチームメンバ
ーもいましたが、初めてとは思えない程分かりやすく工夫をしていたので、驚きました。もちろん、
主な担当者だった阿部さんも、みんなからの意見や要望を上手に表現し作成して、非常に分かりやす
くなり素晴らしかったと思います。
分科会当日も参加者の方から、「アンケー トの部分では、みんな引き込まれるように見ていた。」
と聞いて、感激しました。
(藤井)行政機関職員へのアンケー ト依頼では、昔懐かし「進ぬ !電波少年」のごとく、各課をまわ
らせていただきました。どういう意図でこのアンケー トを行 うのか、相手に「伝える」ということの
大切さを改めて学ばせてもらったと思います。 (ア ンケー トにご協力いただきましたみなさま、お忙
しい中快くお引き受けいただき、本当にありがとうございました。)
発表当日は朝 7:00集 合だったので (1日 目の全体会場を 3つに区切つたところにあたったので、
前日準備ができなかったのです )、 メンバー内では「まるで運動会みたい !爆竹でも上げちゃう?!」
なんて話も・・・。
発表後の打ち上げでは、本当はもう少し弾けたかったのですが、 3日 目の 「まとめの会」の報告が
待っていたので、打ち上げ会場で報告内容をせっせとまとめていました。実は、ステージ上でも直前
まで読み原稿を書いていたんですよ (^^;
(堀内)会場設営の関係で、朝 7時会場に集合で、プレゼンの調整をしました。朝スクリーンに映し
てみて色の調整をしたのですが、時間との勝負であわてました。 PPの 中で歯車を回すアニメーショ
ンを入れていたのですが、リハのとき回らなくて、すごく苦労して作ったので回らないのかぁとがっ
かりしましたが、本番ではすごい勢いで回つたらしくてみんなに回つたよと笑われてしまいました

この発表を通して参加者に一番伝えたかったことを教えてください。
(平木)学校事務を固定的に捉えるのではなく、それぞれの学校の実態に応 じて、学校組織の中の機
能として捉え直すこと。また、自分自身のキャリアに応じて実践を広げていってほしいと言 うこと。
(藤本 )私の担当した部分は、レポー トの前半で、熊本の学校財務に関する実践を紹介 しました。全
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事研本部が、福岡大会のテーマに関して「創意工夫を活かした特色ある学校づくりを行 うことができ
る学校財務制度」「目指すべき学校の目標と計画、教育効果を最大限に引き出す学校財務」というこ
とを課題提示しています。研究をすすめる中で、これに応えることのできる実践が熊本には沢山存在
していることがわかりました。熊本県人吉市の法整備の取組、人代市の会計一元化への取組、小規模
校での教務との連携協業、評価を取り入れた事務部経営案。そして古くは旧西合志町の学校財務に関
する取組等々。これらの実践を紹介することで、熊本の事務研の学校財務研究のレベルの高さを、参
加者の皆さんに伝えたいと考えていました。
(神保)事務職員の関わるべき財務の世界は、予想以上に広い。今までは半分の世界しか見えていな
かつたことに気づいたし、意識的に見ようとしないと世界は広がらない、ということでしょうか。
(阿部)教員 (校長含む)と 行政をつなぐことができるのは学校事務職員。
厳しい時代だからこそ、何かを変え、自分たちにしかできないこと、責任を持ってやれることを見
つけ、逆に生き残るチャンスとすること。 (Change、 Responsibilityつ てどこかの大統領ですな)
意識を変える、手法を変える、そのスター トになればいいな。
(永野)レポー トの中にもありますように、ただの『処理する人』で終わってはいけないということ。
事務職員も教育活動に積極的に関わり、子どもたちのために具体的に動き、具体的な成果を残しまし
ょうということです。

(藤井)学校事務職員・行政機関職員のアンケー トを分析 していく中で、教育課程を「知っているつ

もり」で仕事をしていたなぁと改めて感じましたし、予算についても、上手にや りくりする「処理す
る人Jで満足していた自分に気付かされました。
校内研修へも参加したいとは思いつつ、電話番や来客の対応等でなかなか参加できない状況にジレ
ンマを感 じたりしています。私と似たような状況の方も、中にはいらっしゃるかもしれません。でも、
自分にできることは何かを考え、少しでも自分自身の意識を変えていくことで、他の教職員の意識改
革にもつながるのではないかと思つています。
(堀内)研究の間すごくいろんなことを考えたのですが、やはり意識の持ち方を変えましょうという
ところに、私自身が一番感じた部分です。生意気ですが処理屋で終わったらだめだなと思っています。
それと、最後に日渡先生から「最後は実践しなきゃだよ」と言われました。なんでも実践しないと、
机上の空論になると思いますので、これから実践につなげていかないといけないなと思っています。

熊本の会員に一言お願いします。
(平木)熊本の会員の皆様には、これまでの仕事のや り方にとらわれず、学校の中で自分のできるこ
と、自分がやつた方が学校がうまく運営できると思われることに、ひとつずつでも取り組んでみて、
学校運営と学校事務の関わりについて実践の中から考えていってほしいと思います。
(藤本)今回、熊本を代表 して全国の舞台で発表する機会をいただきましたこと、会員の皆様にお礼
を申し上げます。また、レポー トを作成するにあたり、アンケー トヘのご協力をはじめ、実践を全国
に紹介するのを快く承諾して下さつた皆様、ありがとうございました。
今回の研究を通して、熊事研の発足当初からあった、熊本の学校財務研究の流れを確認し、その研
究の流れが熊本の学校事務の研究実践の中に、今も生きていることを実感 しました。全事研レポー ト
の後半部分では、若手事務職員の皆さんが分析・考察を行いましたが、熊本のこれまでの実績があっ
たからこそ、日渡先生のご指導を受け入れることが出来たし、レベルの高い考察をまとめることがで
きたと考えています。

是非とも会員の皆様、これまで熊事研を中心として皆で取り組んできた研究実践に誇りを持ち、こ

れからの熊事研を盛り立てて行きましょう。

(神保)ア ンケー ト等へのご協力、ありがとうございました。今後、熊事研でこの研究が体系的に広
められ、系統的に深められていくことを希望しています。
(永野)今回は、この分科会参加者が県内からは 36名 という少なさで、非常に残念でしたが、この研
究成果が、このまま何もせずに埋もれてしまうのは大変にもつたいないと思います。
これから、どのようにこの研究成果を実践するかが重要だと思います。会員のみなさんからも、ご意
見を伺い、また出来れば実践にも協力していただければ幸いです
(藤井)今回、全国大会発表とい う貴重な機会をいただき、これまでの自分を振 り返る 。立ち止まっ
て考えるいい機会であったと思います。勢いで突っ走っていた 10代 。20代から、これから迎える
40代へ向けて、今 30代のうちに「進化」しないといけないと、改めて感 じています。
よくベテランの先生方から「後はわっかもんに任せて・・・」ということを聞くのですが、学校事
務職員として学校に勤めている限り、「子どもたちのために何ができるか」とか、「学校をよくする
ためにどうしたらいいか」など、学ボ意欲 (生涯学習)を失わない自分でいたいと思っています。
(堀内)今回このような機会を与えていただき本当にありがとうございました。ものすごく勉強にな
…8¨



りましたし、いい経験にな りました。今回行った研究を熊事研で引き継いでいっていただけると嬉 し
いなと思います

SGSFチ ーム熊本の皆様です。
人代市立泉第二小学校 平木 雅万
南阿蘇村立両併小学校 藤本久美子
上天草市立登立小学校 阿部 啓介
玉名市立横島小学校  藤井 優子

よ諦よ」軋 ず
南阿蘇村立長陽中学校  永野亜紀子
_ 二宇土亡立網田中学校_  堀内 美
発表お疲れ様でした。

讐騨馨|

うあるべきか考える機会を作る。
り方を協議し財務体制の確立に向けて共に考

1学校財務ウィ■ケ紹プ■
財務ウイークとは
全事研が40周年事業として策定した「学校事務のグランドデザインJで、新しい時代の学校事務。事務職員像を示すとともに、それを実践で示していくことを提起し、まずは、全国全ての事務職員
が財務を総括することを目指したいとしてぃます。そして、昨年度、この動きを広く社会に認知して
もらうために、事務職員はもちろんのこと、校長はじめ教職員、文科省、地教委、保護者、地域とと
もに学校財務についての理解を深め、意識を高めることを目的に、 11月 1日 から 1週間を「学校財
務ウイーク」とすることを提唱しました。また、これは、文科省・全国中学校長会・小学校長会等の
教育関係機関にも働きかけ、理解を得ている取組です。

地区研や個々の事務職員はどんな取組をするの (参考事例 )
1 管理職へのアプローチ
財務に関する情報公開や、教職員の共通理解について校長と意見交換を行 う。
○自校の教育目標を達成するために、現在どのような取組を行って、どのような成果が上がってぃる
のか、予算の効果も含めて検証する。また、その結果をふまえ今後の改善について、必要な予算の確
保、重点的な配分について話し合 う。
○教職員全体の財務に関する理解を深めるため、教育目標達成と財務の関わりや学校財務制度につい
ての校内研修の機会をもつてもらうようお願いする。
○その他学校の実情にあった財務に関する意見交換を行 うc
2 教職員へのアプローチ
教職員に対し、日頃の教育活動 (教育目標の達成)は予算によって支えられていることを理解して
もらい、適正な予算活用が図られるよう働きかける。
○購入された教材備品等が効果的に活用されているか、予算要求に向けては、その教材がどのように
活用され教育目標達成にどう関わるのかが明確となるような手だてを取り、教職員間の共通理解を図
る。
○その他、財務を通して教職員が協働できるよう働きかける。
3 PTAへ のアプローチ
PTAも 巻き込んで、公費及び学校徴収金についてど
OPTA活 動への参加を通して、適正な学校徴収金の在
えていくc
Oその他各学校の実情に応じPTAと 連携
4 教育委員会へのアプローチ

した取組を行 う。

教育委員会に対し財務に関する情報公開、学校財務規則の制定等が促進されるよう働きかける。
○教育は、その地域の発展と活性化をもたらす基礎であるため、地域全体として考えていく必要があ
る。説明責任を果たすための情報公開も含め、その地域にあった学校財務はどうあるべきかなどを検
討する校長会・教頭会・保護者や地域の代表者などと教育委員会及び主務者である事務職員からなる
検討委員会等を設置するよう働きかける。
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○その他地域の実情に合わせた働きかけを行 う。
5 地区研での会員相互の交流によるアプローチ
会員間の活発な実践交流・研究を通して、財務の総括者としての力量を高める。
○地区研で、財務に関する実践交流や先進地区の実践事例についての研修を深めたり、それぞれの地
区にあつた財務制度や規則についての研究を行い教育委員会への働きかけの基礎資料を整備する。
○教育基本法をはじめとする関連法令や学習指導要領の趣旨や内容を理解し、教育目標とリンクした
学校財務についての研究や研修を実施する。
○その他各地区の実情に応じた取組を行 う。

:■ 1::
一躙

九州各県の研究大会の日程をお知 らせ

:L.1‐憑予澤鼈嘲鯰ン
み

■■|■■■11■■■■■■■■●:1■ |■■■■■■■■■■■■■■●1■■■||■■■|:■ |||

☆鹿児島県小中学校事務研究大会
日 時 平成22年 2月 16日 (火 )～ 17日 (水 )

16日 12:30～ 16:55 17日  9:30～ 16:00
かごしま県民交流センター

文部科学省特別講演 (予定 )

大学教授等の学校関係者または一般の講演 (予定 )

分科会 3分科会  参加費 資料代 3000円

録についてのお詫びと訂正

先日発行しました第 35回熊本県学校事務研究大会の「大会記録」に関して、手続き上の不手際と
誤植がありました。編集責任者として心からお詫び申し上げますとともに訂正をさせていただきます。

まず、講演及びシンポジウムでの質問者の学校名とお名前を実名で記載しましたが、事前にご了承
を得ておりませんでした。質問されたご本人に大変失礼なことをしてしまいました。心からお詫び申
し上げ、下記のとおり訂正します。

大会記録  16ペ ージ
(正) 質問 楠小学校 古里さん      (誤 ) 質問 楠小学校 大石さん

次に、熊事研のページ (54ページ)の第 33回大会、第 34回大会の備考欄の共同実施加配の人
数が誤つていました。
加配人数は、平成 19年度が 20名、平成 20年度が 21名です。

大変申し訳ありませんでした。
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大会記録編集責任者 研究部長 平木雅万


